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川岸学園整備室

～異年齢の子ども達がつながる新たな環境づくりをめざして～

過去のNEWSは

こちらで読めます▼

川岸学園整備事業 基本設計（案）の市民説明会を開催しました

日時 場所 参加者数

12月13日（金） 19:00～ 川岸小学校 第１体育館 23名

12月16日（月） 19:00～ 岡谷市役所 9階大会議室 27名

‣大好きな校内のすべり台やアスレチックを残してほしい‣とちの木や桜の木を残してほしい

‣義務教育学校に移行しても節目の行事（６年生の卒業式など）は残してほしい

‣とちっこひろば（放課後居場所づくり）は残してほしい ‣昔みたいに学校で動物を飼いたい。

‣夏明保育園で地域の方が貸してくれた畑の活用を考えてほしい。

‣安全対策として防犯カメラの設置はするのか。

施設整備関連 ＊同様の意見等は一つにまとめています。

‣小学１年生の教室から共同給食室までが遠くなるため、給食の運搬が大変になるのではないか。

‣低学年の遊び場の第２体育館が無くなってしまうが、代わりとなる遊び場はあるか。

‣不登校気味の児童生徒の居場所となる教室はあるか。

‣第２グラウンドの遊具について、人の目が届きやすい校舎のそばに移設してもらいたい。

‣０歳から１５歳までが同じ場所で過ごすので、安全管理をしっかりしてほしい。

‣小学校と中学校の周りを走れるランニングコースができたらよい。

‣第２グラウンドが前期校舎から離れてしまうため、先生の目が行き届かなくなるのではないか。

‣普通教室と特別支援学級が離れているため、隣り合うような配置を検討してほしい。

‣第１グラウンドの１００ｍレーンや２００ｍトラックの配置は実際に使用を想定した設計を検討してほしい。

‣入口付近はトチノキ以外の樹木は伐採されてしまうが、違う場所に桜の木やイチイなどを植樹してほしい。

Q.普通教室から共同給食室までの
距離が遠くなり、１～２年生は大変
ではないか。

→１階の渡り廊下や共用のエレ
ベーターを活用するなど、段差が
ない運搬ルートを検討するほか、
必要に応じて、配膳ワゴンなども
考えてまいります。

説明会の中で、複数の方から出た質問について、お答えします。

Q.低学年の遊び場となっている
第２体育館が無くなってしまうが、
大丈夫か。

→第２体育館の代わりとして、新築
する接続棟の多目的室は天井を高
くして軽運動ができるような空間を
整備します。そのほか、プレイルーム
や中庭など、できるだけ子どもたち
の遊び場を確保してまいります。

Q.中学校にエレベーターを設置しない
のか。

→全ての小中学校に設置していくのが
望ましいですが、多額の費用がかかる
ため、今回の施設整備では認定こども
園と前期校舎で共用できるエレベー
ターを１基設置してまいります。

‣中学校にはエレベーターがないので、設置してほしい。

保護者や地域住民等を対象に川岸学園整備事業基

本設計（案）の説明会を下記のとおり、開催しました。

説明会当日は参加された皆様から施設整備にかか

る疑問やご提案、川岸学園に対する期待や不安など、

数多くの様々なご意見をいただき、ありがとうござい

ました。

今後は、説明会で出た意見を参考に詳細設計へ移

行してまいります。
市民説明会の様子（川岸小学校）



教育内容等

‣前期校舎内にＬＤ等通級指導教室やことばの教室を設置する予定はあるか。

‣不登校の児童生徒が増えており、学校へ行けないでいる子どもたちがその前段で安心して過ごせる

場所の確保、職員の充実をお願いしたい。

‣自分のことを大事にし、地域愛を育む教育を進めてほしい。

‣点数を取ることが優先される教育ではなく、自分で課題を見つけて、自ら考えて行動できる教育を

進めてほしい。

‣小中一貫の魅力（小中一貫にすることで何が可能になるのか）について、もっと周知してほしい。

‣学区外からも川岸学園に行けるようにしてほしい。

‣幼保小中は小一プロブレムや中一ギャップなどの解消など良い面があるが、人間関係がずっと固定

され、一度人間関係が崩れると抜け出せないデメリットもあるため、配慮してほしい。

‣給食のアレルギー対応について、保育園では個別対応をしてくれたが、義務教育学校ではどうなるか。

認定こども園 関連

‣こども園の園庭は全面を芝生化にするのか、それとも園庭のトラック内のみか。

‣２歳児のトイレの便器の高さはどのくらいか。また、０歳と１歳は別々に生活をするのか。

‣園庭の遊具エリア内に砂場を設置するのか。

‣こども園のプールはどこに設置する予定か。プールの使用後に使うシャワーをテラスの前に設置し

てほしい。

‣保育室は子どもたちが食事以外にいろんな活動ができる広さを確保してほしい。

‣保育園は災害時の避難所となっているが、休園中の保育園の管理はどうなっているか。

その他

‣資料室には、川岸小学校１５０年間の歴史的な備品や農機具等が保管してあるので、川岸小学校

１５０周年記念誌の編さんメンバーなどの専門家も入れて、一緒に整理を進めてほしい。

アンケートによる意見 ＊一部抜粋

‣第二グラウンドの子どもたちの安全確認は、こども園の先生方が一番近くにいることもあり、川岸学

園の職員全体で見守るという意識を高めていくとともに、こども園の職員室からもグラウンドがよく

見渡せるようにしてください。

‣LＤ等通級教室について今後検討していくということで、現段階からスピード感を持って先行して設

置してほしい。

‣子どもは地域全体で育てていくのが大切で、地域と子どもたちが交流する機会が増えれば、将来地

域に子どもたちが戻ってくることにつながると期待しています。

‣校舎が新しくなることは楽しみですが、在校生に不自由になることが少なく、良くなるところは早く

経験させてあげれば、子どもたちも喜ぶので、今の子どもたちの意見も聞きながら進めてください。

‣県道の渋滞など、保育園の車の送り迎えが心配です。

‣岡谷市全域にこのシステムが展開できるよう、また立派なモデル地区になるよう頑張ってほしい。

‣建築資材が高騰している経済情勢の中で、外観のデザインに片倉組や武井武雄の要素を取り入れる

ことの重要度は低いと思うので、ハード面よりもソフト面の充実に資金を使ってほしい。


